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１９日に全印工連によって開設された教育動画
サイトです。コロナ禍で教育動画へのニーズが
高まる現状においてジャンル別に動画を公開し
ており、現在、ジャンルは経営、マーケティン
グ、営業、事業承継、ＤＴＰデザイン、パート
ナーの６つあります。スマフォ、タブレットで
も視聴可能で、いつでもどこでも見たいときに
視聴頂けます。特長はアクセスのしやすさ、多
彩な動画コンテンツ、新着動画の更新頻度等と
なっています。まだ開設されて半年経過してい
ませんが、コンテンツは本当に充実してきてい
て東京で開催されたセミナーの模様も視聴でき
ます。コロナ前では考えられないことだと思い
ます。
私も視聴しているわけですが、くり返し見ら
れることが一番有り難く、勉強の質が高くなる
と感じています。また、好きな時に視聴でき集
合して視聴する必要もありません。月並みとな
りますが、アフターコロナを見据えての教育は、
ますます重要となってきています。社内勉強会
に活用するなど社員のスキルアップや自己啓発
等に是非ご活用ください。
『印カレ』ＵＲＬ
https://printing-college.com/
※パスワードは全印工連メルマガに記載

教育委員会の加藤です。平素、組合員の皆様
には教育委員会の活動にご協力頂き、誠にあり
がとうございます。この号が出る頃は東京パラ
リンピックも終わった頃でしょうか。これを書
いている現時点、新型コロナウイルスは猛威
をふるい、第 5波の終息も不透明な状況です。
そのような中でも、東京オリンピックが無事終
了したことは賛否両論ありますが、まずは良か
ったと思います。メダル数も５８個と過去最高
とのことで、選手の活躍に、たくさんの感動を
頂いたのではないでしょうか。
そんな選手の活躍に刺激を受け一念発起さ
れ、平日の帰宅後、また休日など利用して運動
を始める人もいるのではないでしょうか。私も
週に２，３度ジムに通って１，２時間の汗を流し
ています。その中で、もっとも苦手なのがラン
ニングです。ある程度の時間を黙々と走り続け
ることが、どうしても出来ないたちです。その
対策として、私はＴＶを活用しています。ニュ
ース番組であったりスポーツ中継であったり、
後は YouTube であったりです。最近その中
に新しいコンテンツが加わりました。それが『印
カレ』です。
もうご存知の方も多いとは思いますが、今回
は、この『印カレ』について改めて、ご紹介
したいと思います。『印カレ』とは、今年５月
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巻頭言
「全印工連の学んで得するＴＶ 印カレ」

教育委員長　加 藤  義 章
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■認定（認証）制度へのチャレンジ

全印工連「CSR認定制度」
日印産連「GP（グリーンプリンティング）認定制度」
日印機工「Japan Color認証制度」

で、他社との差別化や取引先企業へのアピール、さらには働
く人のモチベーション向上など、取得のメリットが挙げられ
る。現在、印刷関連業界に関係するものとして、経営・環境・
技術など各分野においていろいろな認定（認証）制度がある
が、ここでは誌面の都合で、「CSR認定制度」、「GP認定制度」、

「Japan Color認証制度」を取り上げ紹介した。

新型コロナウイルス感染症の拡大が未だ収まらない状況
下であるが、ポストコロナ・ウィズコロナ時代を見据え、企業
の更なる体質強化とイメージの向上を目指し、業態の転換、
事業の再編、あるいは新分野の展開など、積極な取り組みを
図る企業も多くなった。そんな中で関心を集めているのが認
定（認証）制度である。自社にマッチした制度を取得すること

■第35期ワンスター認定募集中

【応募資格】全印工連CSR認定規格が定めるCSRの取り組み
を行なう企業。
【募集期間】：2021年8月2日(月) 〜 10月29日(金)。認定登

録は2021年12月の予定。
【申請書類】：全印工連CSR認定応募申込書に必要事項を記

入し、全印工連宛にFAXで申し込む。応募申込書の到着後、全
印工連より応募申込書に掲載されたメールアドレス宛に、申
請書類（WORD、EXCELなど）が送られてくるので、認定申請
企業は「CSR取り組み項目チェックリスト（2021年版）」 の該
当する項目「取り組み確認」欄に〇印を付け、その項目を証明
する添付書類を用意するなど、次の①〜⑤の申請書類を全印
工連に提出する。

①CSR取り組み項目チェックリスト
②法令遵守宣誓書（所定様式）
③納税証明書（税務署が交付した証明書）
④過去3年の行政処分がないことの宣誓書（所定様式）
⑤添付書類（CSR取り組み項目チェックリストで選択した

項目を証明する書類）
【認定の概要】：申請書類①〜⑤の提出後は、審査機関の

CSR&サステナビリティセンターにおいて書類審査を行な
い、外部の有識者で構成する全印工連CSR認定委員会におい
て審査結果をもとに認定が行なわれる。なお、認定可否の判
定は、認定申請日から起算して1 〜 3か月程度となる。

認定取得後は2年ごとに更新審査を行ない、上位認定であ
るツースター認定の取得もできる。さらに、ツースター認定
取得後は最上位認定であるスリースター認定の取得も可能。

■CSR認定企業126社

全日本印刷工業組合連合会（全印工連）が奨めている
の が「CSR認 定 制 度」に な る。CSR（Corporate Social 
Responsibility）は、企業の社会的責任と訳され、全印工連で
は、「企業が社会から信頼され魅力ある会社となるための企
業戦略・成長戦略であり、CSRが必要不可欠な制度」と位置付
けている。そして、「地域密着型の中小印刷業においては、優
秀な人材の確保や企業ブランドの確立、顧客や金融機関によ
る企業評価の向上などに繋がり、ひいては持続可能な経営に
寄与する」とし、その上で、「社員が会社や仕事に誇りを持ち、顧
客や地域に必要とされるパートナーとして成長するためにも、
CSR認定の取り組みが欠かせない」と、必要性を説いている。

CSR認定には、標準認定の「ワンスター認定」、上位認定の
「ツースター認定」、最上位認定の「スリースター認定」の3つ
が用意されている。

現在、第35期ワンスター認定の募集が行なわれているの
で、このワンスターを例に取得方法を案内する。

□全日本印刷工業組合連合会

「全印工連CSR認定制度」
「ワンスター認定」、「ツースター認定」、「スリースター認定」3つの認定制度

CSR認定：マークの種類と名称
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C4080広告【サイズ：（H）65×（W）170mm】

媒体名：あいちの印刷

〒460-0008  愛知県名古屋市中区栄2-9-15
三井住友海上しらかわビル11F   TEL.052-229-4624プロフェッショナルプリント事業部  西日本営業統括部  営業4部 https://www.konicaminolta.jp/pr/printlab

お客様の可能性を引き出す印刷現場での
働き方改革をご提案します。

「スマートに働く」
スキルレスオペレーション

専任者不要

「アイデアの具現化」
高品質を生むテクノロジー

受注体制の拡充

「無駄のない」
シンプルな印刷プロセス

作業の効率化

※写真はC4080にオプションを装着したものです。

全印工連CSR認定制度
ワンスター認定の申し込みから認定取得・更新までの流れ

認定企業は、全印工連CSR認定マークを名刺、会社案内、
ホームページなどに表示して、積極的にCSRに取り組んでい
る企業であることを社会にアピールすることができる。CSR
マークは、ワンスター認定、ツースター認定、スリースター認
定と認定ごとに3種類ある。
【認定費用（税込み）】：取得に関しての費用は、従業員規模

により異なる。1 〜 9人55,000円、10 〜 19人60,500円、
20 〜 29人66,000円、30 〜 39人77,000円、40 〜 49人
88,000円、50 〜 99人99,000円、100 〜 199人110,000
円、200 〜 299人121,000円、300人〜 132,000円。

■CSRとSDGs

全日本印刷工業組合連合会は、CSRとSDGsとの関連につ
いて、「CSR取り組みチェックリスト（2021年版）」の中で、

〝対応する可能性があるSDGsのゴール〟〝対応する可能性の
あるSDGsのターゲット〟〝コメント欄〟を設け解説してい
る。例えば、チェックリスト①のコンプライアンスの項目で
は、ゴールとターゲットについて、「特に意識している法令に
ついては、その法令が関わるゴールはないかを考えるとよ
い」とし、コメントでは、「法令を遵守していれば、法令に関
わるターゲット全てに貢献していることになるが、経営戦略

（CSR）のためには、戦略的意図を持って取り組んでいる必要
がある。従って、自社の経営課題との関わりで、意図的にある
法令を重視している場合、それによって貢献するターゲット
を特定するという手続きが望ましい」としている。

その他、CSR項目とSDGsの関連性について示している
（チェックリストは全印工連CSRで検索）。

■CSR認定企業

2021年7月現在CSR認定企業は126社。その内訳をみる
と、スリースター認定9社、ツースター認定10社、ワンスター
認定107社となっている。

愛印工組におけるCSR認定取得企業は以下の各社になる。
〇スリースター認定：新日本印刷㈱
〇ツースター認定：㈱マルワ
〇ワンスター認定：木野瀬印刷㈱、半田中央印刷㈱、豊橋合

同印刷㈱、㈱愛知印刷工業、㈱荒川印刷、大信印刷㈱

【詳細については】
全日本印刷工業組合連合会CSR認定事務局
〒104-0041 東京都中央区新富1-16-8
TEL03-3552-4571　FAX03-3552-7727
HP　全印工連CSR　検索
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GPマークの種類と環境配慮
ワンスター ツースター スリースター

また、次の3つの制度から成り立っている。
〇環境に配慮された印刷工場を認定「GP工場認定制度」
〇印刷工場が使用する資機材を認定「GP資機材認定制度」
〇認定工場が製造した印刷製品にGPマーク（環境ラベル）

を表示「GP製品認定制度」
これらいずれもSDGsの目標実現に寄与している。

■工場／資機材／製品認定3つの制度

【GP工場認定】
GP工場認定制度は、認定基準に基づき客観的な審査に

よって、環境配慮された印刷工場を認定する制度になる。認
定基準は事業所全体と工程別に決められており、その内容は
全てホームページで公開されている。審査・認定は、迅速かつ
公平・公正に行なわれるようGP認定審査員が申請書審査と現
地審査を行ない、その結果を第三者で構成するGP工場認定
委員会において審査し、認定が行なわれている。認定を受け
た工場をグリーンプリンティング認定工場（GP工場認定）と
いい、3年に1回更新審査が行なわれる。

また、認定基準は法令や条例に対する遵法は勿論のこと、
地域住民への環境影響（悪臭、騒音、振動など）を未然に防ぐ
対策を盛り込んでいるほか、VOC発生などの大気汚染防止、
廃棄物削減、リサイクル推進、地球温暖化防止など、地球規模
での環境対応を基準化している。この基準は随時見直されて
おり、労働安全衛生の配慮、緊急時対応の基準を新たに追加
している。
【GP資機材認定】
GP資機材認定制度は、印刷工場が購入、使用する資機材を

環境配慮基準に基づき認定する制度になる。対象品目は、洗
浄剤、エッチ液、印刷版、現像機、セッター、製販薬品、デジタ

■環境に配慮した印刷の総合認定制度

一般社団法人日本印刷産業連合会（日印産連）が行なってい
る認定制度には、環境経営の向上を目指す「グリーンプリン
ティング（GP）認定制度」がある。

日印産連では、環境問題に対する社会的要求が高まり、印
刷産業も環境に配慮した製品づくりが求められていることを
重視し、印刷産業界の環境自主基準「印刷サービスグリーン
基準」を制定した。GP認定制度は、本基準を達成した工場・事
業所を認定、環境経営に積極的な印刷関連企業として推奨す
るとともに、同基準適合した印刷製品にグリーンプリンティ
ングマーク（GPマーク）を表示することにより、環境に配慮
した印刷製品が広く普及することを目的としている。

この制度は、印刷形式により次の4部門がある。
〇オフセット印刷部門
〇シール印刷部門
〇グラビア印刷（軟包装）部門
〇スクリーン印刷部門

□日本印刷産業連合会

「グリーンプリンティング（GP）認定制度」
GP工場認定制度／GP資機材認定制度／GP製品認定制度
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ル印刷機などで、印刷資機材メーカーからの認定基準適合証
明書により、環境配慮度合いの達成点数を算出し、3段階の
GPマークが表示される。認定を受けた資機材は、ホームペー
ジで環境配慮の内容を確認することができる。また、GP工場
の認定基準では、認定されたGP資機材を使用することを評
価項目としている。なお、本制度はオフセット印刷部門での
運用になる。
【GP製品認定】
GP製品認定制度は、GP認定工場が製造し、用紙、インキ、

製本・表面加工方法が環境配慮基準を満たした印刷製品に、
GPマーク（環境ラベル）を表示できる制度になる。GPマーク
製造工程と印刷資材全てが環境配慮されている高度な環境ラ
ベルとして、官公庁の発行物、CSRレポートから一般のパン
フレットなど、様々な印刷製品に表示されている。

■具体的内容

【印刷物にGPマークを表示するには】
印刷物にGPマークを表示するには、①GP認定工場で印刷

を行ない、②印刷資材の環境配慮について一定水準以上を満
たす場合に、GPマークを表示することができる。また、工程
の環境配慮が全工程かどうか、印刷資材の配慮水準がどのレ
ベルかどうかの組み合わせによって、ワンスターからスリー
スターまで3種類の表示があり、スター数が多いほど環境配
慮度合いが高いことを示すことができる。
【GP工場認定費用】
（例）従業員規模9人以下の場合の認定費用：認定申請料

20,953円、審査料41,905円、認定登録料20,953円、合計
83,811円（税込み）。

以 下、合 計 金 額 だ け 示 す。10 〜 19人125,715円、20
〜 29人178,097円、30 〜 49人230,478円、50 〜 99人
282,859円、100 〜 149人335,240円、150 〜 199人
387,621円。

3年ごとの更新審査費用は「審査料」のみとなる。
【GP認定工場】
2020年12月現在GP認定工場は429工場。また、GP資機

材の認定は725製品。
【GP印刷製品の普及】

GPマークを表示した環境配慮印刷物であるGP印刷製品の
普及が大きく伸びており、現在、7億部以上の印刷製品にGP
マークが表示されている。また、GP環境大賞を設け、地球環
境への負荷低減に熱心に取り組み、GP認定制度への深い理
解と積極的な活用をしている企業・団体に敬意と感謝の意を
込めて授与している。その他、GPマークの普及に貢献した
GP認定工場を表彰するGPマーク普及大賞、GP資機材認定製
品を積極的に提供している資機材メーカーを表彰するGP資
機材環境大賞なども設けている。

■GP認定＆SDGs

【GP認定とSDGsについて】
日本印刷産業連合会では、GP認定と持続可能な開発目標

として今各分野で取り沙汰されているSDGsの関係につい
て、次のように説明している。
「SDGsは2015年9月の国連サミットで採択された国際目

GP工場認定：申請から認定までの流れ
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標で、持続可能な世界を実現するため17のゴールと169の
ターゲットから構成されている。GP認定は、主としてSDGs
の『目標12：持続可能な生産消費形態を確保する』に対応し、
環境保全に関係する他の目標の実現に寄与する」としている。

また、GP認定工場を選び、GPマークを表示することの意
味につて、「GP認定工場への発注は、事業活動に必要な印刷
サービス、印刷製品の調達において、サプライチェーンを通
じたSDGsの実現に寄与することとなる。さらに調達した印
刷製品へのGPマークの表示は、SDGsに対する調達者の姿勢
を示すことにもなり、『目標12』の具体的な取り組みともな
る」としている。

GP認定工場の環境配慮内容については、前記したがここ
で今一度まとめた。GP工場の認定基準は法令や条例に対す
る遵法は勿論のこと、地域住民への環境影響（悪臭、騒音、振
動など）を未然に防ぐ対策を盛り込んでいる。VOC発生など
の大気汚染防止、廃棄物削減、リサイクル推進、地球温暖化防
止、地球規模での環境対応を基準化している。この基準は、随
時見直されており、労働安全衛生の配慮、緊急時対策の基準
の追加などを行なっている。

印刷物にGPマークを表
示するには、GP認定工場
で印刷を行ない、印刷資材
の環境配慮についても一定
水準以上を満たす場合に
GPマークを表示すること
ができる

GP認定工場を選びGP
マークの表示は、GP認定
工場への発注で、事業活動
に必要な印刷サービス、印
刷製品の調達においてサ
プライチェーンを通じた
SDGsの実現に寄与するこ
とになる

SDGsへの対応は次のようになる。
〇目標3：「すべての人に健康と福祉を」／ VOCの発生・排

出抑制など。
〇目標6：「安全な水とトイレを世界中に」／水なし印刷、湿

し水の管理など。
〇目標7：「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」。
〇目標11：「住み続けられるまちづくりを」。
〇目標12：「つくる責任つかう責任」／古紙のリサイクル、

リサイクル製品の使用、デジタル化など。
〇目標13：「気候変動に具体的な対策を」／省エネ活動な

ど。
〇目標15：「陸の豊かさも守ろう」／森林保全に配慮した資

材の使用。

【詳細については】
日本印刷産業連合会グリーンプリンティング認定事務局
〒104-0041　東京都中央区新富1-16-8
TEL03-3553-6123　FAX03-3553-6145
https://www.jfpi.or.jp
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日本印刷産業機械工業会Japan Color認証制度事務局
〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8機械振興会館
TEL03-6809-1617 FAX03-3434-0301

日本印刷産業機械工業会が認証取得に力を入れているの
が「Japan Color認証」になる。今回、各認証制度の概要をま
とめるにあたり日印機工から、「Japan Color認証セミナー
2021オンライン」〜基礎から学ぶカラーマネジメント、測色
の基本・測色器の使い方を徹底解説〜との開催案内があり、
ここではこの内容を紹介する。

日印機工では、「日本のオフセット印刷の標準色である
Japan Colorをもとに認証するJapan Color認証制度は13
年目を迎え、認証を取得した企業からは、標準化による印刷
品質の安定や生産性向上、従業員のスキルアップ、コストダ
ウンにも繋がったなどの評価を得ている。今年度も昨年に引
き続き新型コロナウイルス対策や、より多くの方が参加でき
るようオンライン配信でセミナーを開催する」と述べている。

●セミナー内容＝［第1部］①印刷の標準化、②測色の基本、
③測色器の使い方、［第2部］①Japan Color認証制度の概要、
②Japan Color認証制度の審査内容と審査基準（標準印刷認
証・マッチング認証・プルーフ機器認証・プルーフ運用認証・デ
ジタル印刷認証）。

●開催期間＝9月21日(火) 〜 10月4日(月)の2週間。配信
期間内であれば、何時でも何処でも何度でも参加できる。

●参加費用＝無料（事前申込制）。Japan Color認証制度
HPのオンラインセミナー案内を確認のうえ申し込む。

http://japancolor.jp/info/002012.html
●申し込み受付期間＝8月23日(月) 〜 9月17日(金)。申込

み後、事務局よりセミナー参加のURLをメールで連絡。
■5つの認証制度
Japan Color認証は、標準印刷・マッチング・プルーフ運

用・プルーフ機器・デジタル印刷などの認証からなる。
●標準印刷認証
印刷工場における印刷機械のメンテナンスと数値管理等に

よって、安定した品質の印刷物を作成できる工程管理能力に
ついて認証する。審査にあたっては、申請工場が印刷物を認
証基準に適合させる能力と、5,000枚の連続印刷において安
定した品質の印刷物を作成できる能力等を有しているか判定
する。2021年7月末現在の認証取得201工場。

●マッチング認証
標準印刷認証を取得していることを前提に、高度なカラー

マネジメント技術を駆使して、印刷物の色を認証基準値の許
容幅に入れることができる能力などについて認証する。この
ため、難易度は標準印刷認証と比べてかなり高い。2021年7
月末現在の認証取得46工場。

●プルーフ運用認証
デザイン会社や印刷会社が、個々のプルーフ機器のメンテ

ナンスや適正な運用を行なうことにより、信頼性の高いプ
ルーフ見本出力物を安定的に出力できる能力などを認証す
る。原則として、プルーフ機器認証を取得した機器を使用し
て運用認証を申請する。2021年7月末現在の認証取得60件。

●プルーフ機器認証
プルーフ機器が、印刷用途に使用できる信頼性の高いプ

ルーフを安定的に出力できる機能があるかを認証。審査にあ
たっては、プルーフ機器、RIP、プルーフ用紙の3つの組合せ
で判定する。2021年7月末現在の認証取得124件。

●デジタル印刷認証
デジタル印刷機のメンテナンスと数値管理等によって高品

質の印刷物を安定的に作成できる運用能力を認証。 申請工
場が印刷物を認証基準に適合させる能力と、500枚の連続印
刷において安定した品質の印刷物を作成できる能力などを
有しているかどうかを判定する。印刷前工程のワークフロー
についても審査対象となる。（プリフライトチェック審査）
2021年7月末現在の認証取得25件。

日本印刷産業機械工業会

「Japan Color 認証」
標準印刷、マッチング、プルーフ運用、プルーフ機器、デジタル印刷の5つの認証

オンラインセミナー開催
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20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

■国家検定制度「技能検定」

「技能士」は新たに30万人

厚生労働省は、令和2年度「技能検定」の実施状況をまとめ
公表した。受験申請者数は71万6,200人、合格者数は29万
9,559人となり、ともに前年度と比較して18％弱の減少と
なった。減少の理由としては、新型コロナウイルス感染症の
状況を踏まえ、前期試験を中止したことなどが挙げられる。

＜令和2年度の実施状況の概要＞
〇受験申請者数：71万6,200人、前年度比15万5,252人

（17.8％）の減少。
〇合格者数：29万9,559人、前年比6万4,175人（17.6％）

の減少。
〇合格率：41.8％、前年度41.7％とほぼ同水準。
〇制度創設当初からの合格者数の累計：763万7,348人。
〇業種別で最も受験申請者数が多いのはファイナンシャ

ル・プランニングで43万5,424人。
〇等級別で最も受験申請者数が多いのは、2級（中級相当）

■技能検定制度について
＜概要＞
技能検定制度は、労働者の有する技能の程度を倦怠し、こ

れを公証する国家制度であり、労働者の技能と地位の向上を
図ることを目的に、職業能力開発促進法に基づき行なわれて
いる。本制度は昭和34年度から実施され、令和2年度には全
国で約72万人の受験生があり、約30万人が合格している。

＜実施内容＞
技能検定は、職種ごとに等級に区分して、実技試験及び学

科試験によって行なっている。
職種は令和3年7月1日現在130職種で、これについては、

時代のニーズに合ったものとなるよう、職種・作業の新設・統

廃合、試験基準の見直しなどを毎年行なっている。
等級区分は、職種により①等級に区分するもの（特級、1

級、2級、3級、基礎級）と、②等級に区分しないもの（（単一等
級）とがある。

＜実施体制＞
厚生労働大臣が定める実施計画に基づき、都道府県知事が

技能検定を実施し、中央職業能力協会が試験問題の作成を行
なっている。

＜技能検定の合格者＞
技能検定の合格した者は、技能士と称することができ、特

級、1級及び単一等級の技能検定合格者に対しては厚生労働
大臣名、その他の等級の技能検定合格者に対しては、都道府
県知事又は指定試験機関の長名の合格証書が交付される。

の27万2,778人。最も受験申請者数が増加した等級は、随時
2級（中級相当）で、前年度比7,177人の増加。

＜印刷関連業の動向＞
技能検定の職種は現在130職種あり、このうち前年度より

受験申請者数が増えたのはわずか17職種に止まる。増えた
業種の中には「製本」も含まれている。

〇印刷：令和2年度の前期検定が中止された影響もあり、
906人にとどまった。前年度の1,445人から大幅に減少した。

〇プリプレス：もともと100人台の受験者数が続いている
が、令和2年度は122人で前年度から25人減少した。

〇製本：受験者数は毎年増加している。令和2年度は前年度
に比べ伸びこそ鈍ったが1,404人（前年度比67人）がチャレ
ンジしている。5年前に比べ約3倍となっている。

〇紙器・段ボール箱製造：令和2年度は1,376人で、前年度
から94人増加した。

令和2年度「技能検定」実施状況公表
新型コロナの影響で受験者・合格者ともに減少
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全日本印刷工業組合連合会
メディア・ユニバーサルデザイン
コンペティション

岡崎市では、入札制度において地元企業を優先する「岡崎
市地元企業優先調達条例」を令和3年8月1日に制定した。こ
の条例は、地元企業の優先的な調達機会を確保することで、
公共調達を通じて地元企業の育成及び健全な発展に寄与する
ことを目的としている。

今回の措置について、岡崎市役所契約課では「岡崎市に経
営基盤を置く事業者から優先的に公共調達を行なう姿勢をよ
り明確化したもので、地域経済の活性化及び健全な発展の一
助になるよう制定しました。今後も、条例の趣旨を鑑み、入札
の競争性などを確保したうえで調達を実施してまいります」
と述べている。

長年、この条例施行に尽力してきた西三河支部の吉川正敏
㈱ヨシノ印刷社長は、「毎年、岡崎市長に印刷物の発注は市内
の印刷業者にお願いしますといい続けてきました。そのお陰
で今回条例が施行されました。印刷業界としても大変喜ばし
いことだと思います」と話している。

全印工連では、「第15回メディア・ユニバーサルデザインコ
ンペティション」の作品を募集している。

■募集期間：9月1日(水) 〜 11月30日(火)
■募集作品：高齢者・障がい者・子供・外国人などに対して、

見やすさ・伝わりやすさに配慮したデザイン手法を用いて制
作されたもの。

■募集部門：①グラフィックテクニック（DTP）：文字、組
版、図案、イラスト、色使いなどを工夫した作品、②商品企画：
種別、分野は自由でMUDを活用したオリジナル作品、③製
本、加工技術：折り、製本、形態など後加工で使いやすさに工
夫をした作品。

■応募資格：一般の部＝プロ・アマを問わず、誰でも応募可
能。学生の部＝大学・短期大学、専門学校・高等学校に在籍し
ている学生・生徒。

■応募方法：作品とデータ各1点を申し込みとともに送付。
■出品料：一般の部＝3,000円、学生の部＝無料
■授与賞：一般の部＝経済産業大臣賞（表彰状、賞金

100,000円）、学生の部＝経済産業大臣賞（表彰状、図書カー
ド30,000円）、および共に、優秀賞、佳作。
【詳細については】
全日本印刷工業組合連合会「第15回メディア・ユニバーサ

ルデザインコンペティション」係　TEL03-3552-4571

岡崎市地元企業優先調達条例
（目的）
第1条　この条例は、地元企業からの優先的な公共調達

に関し、基本理念を定めることにより、地元企業の優先的
な調達機会を確保し、公共調達を通じて、地元企業の育成
及び地域経済の持続的な発展に寄与することを目的とす
る。
（定義）
第2条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意

義は、当該各号に定めるところによる。
（1）公契約　岡崎市公契約条例（令和元年岡崎市条例第

24号。第3号において「公契約条例」という）第2条第1号に
規定する公契約をいう。
（2）公共調達　公契約の締結にあたり、市が実施する公

契約をいう。
（3）市長等　公契約条例第2条第2号に規定する市長等

をいう。
（4）地元企業　市内に本店又は主たる事務所を有する事

業者をいう。

（基本理念）
第3条　市は、公契約の適正な履行に必要となる専門的

な知識又は技術を有する地元企業が存在しない場合その他
特別の事情がある場合を除き、地元企業から優先的に公共
調達するよう努めなければならない。
（委任）
第4条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行

に関し必要な事項は、市長等が別に定める。
附則
この条例は、令和3年8月1日から施行する。

岡崎市役所契約課
　「岡崎市地元企業優先調達条例」
　　　　　　　　　　　　　施行
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■日印機工「機械業界のSDGsに関する調査報告書」

印刷産業機械製造者のSDGsへの対応

日本印刷産業機械工業会

■SDGsの取り組み
調査研究報告書は、「調査研究の目的と概要」、「SDGsの

概況」、「印刷産業機械製造業者におけるSDGsの取り組み
状況と課題」、「調査研究のまとめ」、「資料編」から構成され、

「SDGsが示した17の持続可能な開発目標及び169のター
ゲット」に対し、印刷産業機械製造業者としての活動成果を
まとめている。

報告書の巻頭で森澤会長は、「昨今では、あらゆる産業の企
業経営にSDGsをいかにして取り込み、持続的な企業価値の
向上につなげていくかが求められている。印刷機械の製造者
においてもSDGsが掲げる持続可能な開発目標を軸に、イノ
ベーションや海外展開などの成長に向けた活動とともに、サ
プライチェーンも含めた取り組みを推進していくことが必要
不可欠となった」と、SDGsの重要性に触れ、「特に印刷産業機
械業界に深く関わる項目を対象に、SDGsへの対応を推進す
るため、その指針策定に関する検討を行ない、初年度の活動
成果を取りまとめた」と述べている。

■調査研究の背景と目的
2030年を達成期限とする17のゴールと169のターゲッ

ト で 構 成 さ れ て い るSDGs（Sustainable Development 
Goals：持続可能な開発目標）は、2015年9月の国連サミット
において、グローバルな社会課題を解決し、持続可能な世界
を実現するための行動計画として採択された「2030アジェ
ンダ」に記載された国際目標になる。これらの目標は、経済・
社会・環境に関係する広範囲な課題を網羅しており、豊かさ
を追求しながら地球環境を守り、誰一人取り残さないことを
強調し、人々が人間らしく暮らしていくための社会基盤を達
成することとしている。
「このような社会環境の中、日本の印刷産業機械製造業者

においても、SDGsに関して、例えば、イノベーションや海外
展開、サプライチェーンも含めたSDGsに関わる具体的な取
り組みの推進と、その成果について、ステークホルダーに示
していくこと等が求められている」とし、特に印刷産業機械
業界に深く関わる内容を対象に、調査研究が推進された。

■SDGs取り組みへの課題
報告書は、調査研究の背景と目的について明らかにし、そ

の内容について、「①SDGsの歴史と背景、②企業に求められ
るSDGsの取り組み、③ステークホルダーとの関係、④印刷機
械製造業者としてのSDGsの取り組みに関する対応課題」な
どを挙げている。

中でも、今回調査の〝要〟となるSDGsへの取り組みについ
ては、「印刷産業機械製造者は、技術革新により（ゴール9）、

優れた印刷産業機械を印刷企業に提供することで、印刷企業
の生産性向上（ゴール8）や環境配慮（ゴール3、6、7、12、13
など）に貢献することができる。どのような技術革新が必要
とされるかは、顧客業界である印刷業界のパートナーシップ

（ゴール17）により、開発課題を特定・明確化され、実現に向
けてはサプライチェーンの協力も得る必要がある」との姿勢
を示している。

さらに、業界各社における取り組みの状況と推進のための
課題にも触れており、A社を始め、B社、C社、D社、E社の状況
を紹介している。例えば、A社の状況をみると、印刷機械の環
境負荷削減、VOC（揮発性有機溶剤）削減対策、製造時の環境
負荷低減、印刷工場の環境負荷低減などを項目とし、対応す
るゴール、対応するターゲットを示している。

■SDGs活動推進の方向性
SDGs活動推進の方向性を以下のとおり定めている。
①業界の統一的かつ主体的な活動の設定・推進（重点技術開

発テーマ）、②ESGへの指針作りと活動の対外的アピール（企
業価値向上に資する取り組みの明確化）、③ベンチマーク評
価の仕組みづくり（自社の取り組み水準の評価・把握）、④具
体的な参考例の提示・会員内での共有（定期的な会員アンケー
ト）、⑤機種別マトリクス作成（業界全体の取り組み状況の俯
瞰的な見えるか）。
「印刷産業機械製造業各社のSDGs活動を促進・支援すると

ともに、業界団体としての活動を推進していくため、2021
年度以降の取り組みの方向性を示し、実態を把握しながら内
容・レベルを継続的に見直していく必要がある」と、報告書は
まとめている。

※報告書の全文は、以下のURLで公開。
http://www.jpma-net.or.jp/company/research.html

一般社団法人日本印刷産業機械
工業会（森澤彰彦会長・日印機
工）では、昨年度実施した「印刷
産業機械業界のSDGs対応に関
する調査研究報告書」を公表し
た。

印刷産業機械業界のSDGs対応
に関する調査研究報告書（A4
判）
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お知らせ

「事業再構築補助金」3次募集開始
最低賃金枠、大規模賃金引上げ枠が創設

□大規模賃金引上枠
中小企業者等2 ／ 3（6,000万円を超える部分は1 ／ 2）。

中堅企業等1 ／ 2（4,000万円を超える部分は1 ／ 3。
□卒業枠　中小企業等2 ／ 3
□グローバルV字回復枠　中堅企業等1 ／ 2
□緊急事態宣言特別枠
中小企業者等3 ／ 4、中堅企業等2 ／ 3
□最低賃金枠　中小企業者等3 ／ 4、中堅企業等2 ／ 3
■補助対象要件（①，②の両方を満たすこと）
①2020年4月以降の連続する6か月間のうち、任意の3か

月の合計売上高がコロナ以前（2019年または2020年1月〜
3月）の同3か月の売上高と比較して10％以上減少しており、
2020年10月以降の連続する6か月間のうち、任意の3か月の
合計売上高が、コロナ以前（2019年または2020年1月〜 3
月）の同3か月の合計売上高と比較して5％以上減少している
ことなど。

②経済産業省が示す事業再構築指針に沿った3 〜 5年の事
業計画書を認定経営革新等支援機関と共同で策定すること。
https://www.meti.go.jp/covid-19/jigyo-saikoutiku/
inde.html

■公募期間
公募開始：令和3年7月30日、申請受付：令和3年8月下旬、

応募締切：令和3年9月21日18：00。
■申請方法
申請は、電子申請システムのみで受け付け。「Gビズ｜Dプ

ライムアカウント」の取得が必要。未取得の人は速やかに利
用登録を行なって下さい。

https://gbiz-id.go.jp/top/index.html
■問い合わせ先
応募に関する不明点は、事業再構築補助金事務局コールセ

ンターまで。問い合わせが集中した場合、回答に時間を要す
る可能性があります。
［事業再構築補助金事務局コールセンター］
受付時間：9：00 〜 18：00（土日祝日を除く）
TEL＜ナビダイヤル＞0570-012-088
＜IP電話用＞03-4216-4080 
下記HPでの質問も受け付けています。個別の返事はでき

ませんが、よくある質問についてQ&Aを作成・公表します。
https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/

keieisien02/saikouchiku

中部経済産業局より、「事業再構築補助金（中小企業等事業
再構築促進事業）」の3次公募開始の案内がありました。

先月号において第1回の公募での採択状況をお知らせしま
したが、この補助金制度は、新型コロナウイルス感染症の影
響が長期化し、当面の需要や売り上げの回復がしづらい中、
ポストコロナ・ウィズコロナ時代の経済社会の変化に対応す
るために、中小企業等の事業再構築を支援するものです。事
業再構築とは、新分野展開、事業転換、業種転換、事業再編等
で、これらに挑戦する中小企業等を支援します。

第3回の公募期間は7月30日18：00 〜 9月21日18：00ま
でです。受付け開始は8月下旬。今回の公募から、最低賃金
枠、大規模賃金引上枠が創設されています。

■補助金額
□通常枠（中小企業者、中堅企業等ともに）
従業員数20人以下：100万円〜 4,000万円／従業員数21

人〜 50人：100万円〜 6,000万円／従業員数51人以上：100
万円〜 8,000万円

□大規模賃金引上枠（中小企業者、中堅企業等ともに）
従業員数101人以上：100万円〜 1億円
□卒業枠　中小企業者等：6,000万円超〜 1億円
□グローバルV字回復枠
中堅企業等：8,000万円超〜 1億円
□緊急事態宣言特別枠（中小企業者等、中堅企業等ともに）
従業員数5人以下：100万円〜 500万円／従業員数6人〜

20人：100万円〜 1,000万円／従業員数21人以上：100万円
〜 1,500万円

□最低賃金枠（中小企業者等、中堅企業等ともに）
従業員数5人以下：100万円〜 500万円／従業員数6 〜 20

人：100万円〜 1,000万円／従業員数21人以上：100万円〜
1,500万円

■補助率
□通常枠
中小企業者等2 ／ 3（6,000万円を超える部分は1 ／ 2）。

中堅企業等1 ／ 2（4,000万円を超える部分は1 ／ 3）。
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編 集 だ よ り

全国労働衛生週間
スローガン「向き合おう！ こころとからだの 健康管理」
10月1日〜7日まで実施

　□夏の終わりを迎えますが、新型コロナ
ウイルス感染症の脅威はなかなか終わりを
迎えません。感染対策を徹底し一日も早く
ウイルスを封じ込めたいものです。

　■菱源（株）
　「災害時協力事業所」登録
　明治 4 年「菱屋」の称号で開業以来、
今年で創業 150 周年を迎える菱源㈱（本
社：愛知県海部郡大治町、渡辺明秀社長）は、
本社所在地の海部郡大治町に「災害時協力
事業所」として登録した。渡辺社長は「今
後も地域社会へ貢献できる企業として努め
ていきたい」と述べている。
　同社は災害時に次の内容の協力を行なう

（同社営業日のみ）。
　①労務の提供：初期消火、避難誘導など、
②一時避難場所などの提供：屋上を含む自
社ビルの貸与、空き地の開放、③その他防
災上の協力：救援物資保管、集積場所の提
供。

　■太美工芸（株）
　置き配プレート＆マグネット
　太美工芸（株）（名古屋市西区、野田哲也
社長）は、新型コロナウイルスの影響によ
り、急増したネットショッピングでの「商
品受け取り時」の困りごとを解決すべく、

「置き配プレート」および「置き配マグネ
ット」を開発・販売してきた。
　さらにこの程、フードデリバリー専用の

「置き配プレート」、「置き配マグネット」
を開発した。この新製品は、イラスト・デ
ザインも出前の配達員が一目でわかるシン
プルかつスタイリッシュなデザイン。置き
紙の不要も明記したヴザージョンも揃えて
いる。4 種類を用意。

　プレート、マグネット共にスクリーン印
刷などによる高耐候性インキを使用、防水・
撥水性に優れ日焼けによる色落ち、傷や汚
れにも強く丈夫で長持ちする。
　価格：置き配ドアプレートシリーズ全
15 種類各 1,000 円（税込み）、置き配マ
グネットシリーズ全 22 種類各 1,000 円

（税込み）。

　令和 3 年度「全国労働衛生週間」が、
「向き合おう！　こころとからだの　
健康管理」をスローガンに、10 月 1
日 ( 金 ) 〜 7 日 ( 木 ) までの 7 日間全
国で展開し、これを契機に、職場にお
ける新型コロナウイルス感染症拡大防
止の徹底を呼び掛ける。
　全国労働衛生週間は、労働省の健康
管理や職場環境の改善など、労働衛生
に関する国民の意識を高め、職場での
自主的な活動を促して、労働者の健康
を確保することなどを目的に、昭和
25 年から毎年実施しており、今年で
72 回目となる。毎年 9 月 1 日から
30 日までを準備期間、10 月 1 日か
ら 7 日までを本週間として行なわれ
るが、　今年は、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止の観点から、3 つの

密「①密閉、②密集、③密接」を避け
ることを徹底しつつ、各事業場の労使
協力の下で実施する。
　厚生労働省では、「全国労働衛生週
間を活用し、過労死などの防止を含め
た長時間労働による健康障害の防止対
策やメンタルヘルス対策の推進をはじ
め、職場における新型コロナウイルス
の予防対策の推進、病気を抱えた労働
者の治療と仕事の両立をサポートする
仕組みの整備。また、化学物質対策で
は、特定化学物質障害予防規則、石綿
障害予防規則などの関係法令に基づく
取り組みの徹底を図るとともに、各事
業場におけるリスクアセスメントとそ
の結果に基づくリスク低減対策の実施
を促進していく」としている。

　■光文堂
　「最新製本省力化機材展」開催
　㈱光文堂が開催する恒例の「第 45 回最
新製本省力化機材展」が 10 月 7・8（木・金）
の両日、光文堂テクニカルステーション（名
古屋市昭和区福江）で開催される。今回の
テーマは「製本× DX= 省力化」。
　愛知県製本工業組合、愛知県トムソン工
業協同組合が協力、東西の製本・加工機器
メーカー・ディーラー数 10 社が出展する。

■業界短信

村上大治町長（右）と渡辺社長

フードデリバリー専用新登場
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本社／名古屋本店／東京支店／大阪支店／福岡支店／
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広島支店／鹿児島支店／札幌営業所／青森営業所／浜松営業所
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